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上
野
夏
祭
り 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

上
野
分
館
長 

 

五
十
峯 

正
弘 

今
年
も
、
暑
い
夏
、
ビ
ー
ル
の
美
味
し
い
時
期
を
迎
え
、
公
民
館
主
催
の
上
野
夏
祭
り

を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昔
に
比
べ
れ
ば
参
加
者
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
昨
年
よ
り
は
多
く
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
美
味
し
そ
う
に
焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
を
食
べ
な
が
ら
笑
顔
で
お
酒
を
飲
ん
で

い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は 

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

来
年
も
盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
少
し
涼
し
く 

な
っ
て
か
ら
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
最
近
の
夏
は
暑
す
ぎ 

ま
す
。 

宝
前
町
夏
祭
り 

宝
前
町
分
館
長 

 

竹
田 

 

智 

７
月
１９
日(

土)

宝
前
町
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
生
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
焼
き
鳥
、
焼

き
そ
ば
等
を
格
安
で
販
売
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
の

方
ま
で
、
楽
し
い
時
間
を
提
供
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
場
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
町
内
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
猛
暑
日
の
中
、
準
備
～
後
片

付
け
ま
で
1
日
ご
協
力
頂
い
た
役
員
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
体
調
に
は
十
分
注
意
し
、
お
体

ご
自
愛
下
さ
い
。 

中
十
王
焼
肉
生
ビ
ー
ル
大
会
開
催 

中
十
王
分
館
長 

 

菅
原 

信
次 

役
員
は
、
暑
い
中
、
四
時
か
ら
会
場
設
営
。
流
れ
る

汗
で
顔
も
体
も
ダ
ラ
ダ
ラ
。 

 

六
時
開
会
が
、
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
ず
、
よ
う
や

く
、
小
さ
い
子
を
連
れ
た
親
子
が
、
２
組
、
３
組
と
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
カ
ン
パ
イ
‼ 

 

前
町
内
長
、
前
副
町
内
長
の
ベ
ス
ト
コ
ン
ビ
も
来
て

く
だ
さ
り
、
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
子
供
達

に
手
持
ち
花
火
、
ス
イ
カ
割
り
。 

ワ
ー
ワ
ー
と
子
供
達
の
歓
声
。 

 

大
人
達
の
酔
い
が
回
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
恒
例
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
‼ 

大
盛
り
上
が
り
の
一
夜
で
し
た
。 

参
加
者 

男
性
14
名 

女
性
７
名 

子
ど
も
４
名 

紅
花
生
産
部
会
研
修
会 

7 月 16 日（水）紅花生産部会の研修会で、米沢

の新田工房で紅花染めの体験をしてきました。 

午後から、米沢市地域振興課の相田副主幹より

紅花の講話を頂き、上杉博物館で紅花の企画展

を見てとても勉強になった一日でした。 
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スポーツ振興会 夏季スポーツ：モルック大会 

◇
最
優
秀
賞
（十
王
地
区
自
治
振
興
会
長
賞
） 

夜
ま
つ
り
で 

ヨ
ー
ヨ
ー
買
っ
た 

遠
い
夏 

 
 
 
 
 

◇
優
秀
賞
（十
王
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
賞
） 

若
獅
子
と 

ま
つ
り
囃
子
の 

呼
吸
ぴ
た
り 

 
 
 
 
 

◇
特
選
（審
査
員
特
別
賞
） 

三
十
回 

紅
花
祭
り
も 

箔
が
付
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

太
鼓
の
音 

獅
子
と
幸
せ
連
れ
て
来
る 

 
 
 
 
 

 

ま
つ
り
笛 

音
色
や
さ
し
い
女
性
軍 

 

獅
子
連
は 

気
合
で
踊
る 

ま
つ
り
か
な 

 
 
 

賑
わ
い
と 

元
気
を
運
ぶ 

村
祭
り 

 
 
 
 
  

伊
勢
に
舞
う 

郷
土
の
お
獅
子
に 

胸
熱
く 

 
 

若
い
衆 

地
元
盛
り
上
げ 

獅
子
踊
り 

 
 
 
 

町
内
会 
ま
つ
り
上
げ
ら
れ 

ま
た
役
員 

 
 
 

村
ま
つ
り 
十
王
魂 

一
つ
に
す 

 
 
 
 
 
 
 

 

ふ
る
さ
と
の 

祭
り
が
結
ぶ 

和
と
心 

 
 

紅
花
ま
つ
り
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表 

白
鷹
町 

五
十
峯 

和
惠 

 

白
鷹
町 

守
谷 

勝
助 

 

白
鷹
町 

松
野 

幸
夫 

 

白
鷹
町 

松
野 

い
せ
子 

 

埼
玉
県
戸
田
市 

小
林 

登
志
子 

白
鷹
町 

松
田 

久
一 

白
鷹
町 

守
谷 

勝
助 

白
鷹
町 

松
野 

幸
夫 

白
鷹
町 

松
野 

い
せ
子 

白
鷹
町 

五
十
峯 

隆 

白
鷹
町 

守
谷 

 

光 

白
鷹
町 

守
谷 

 

光   

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、
特
選
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
記
念
品
を
、
出
品
者
全
員
に
参
加
賞
を
後
日
発

送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬老会のご案内 
十王地区敬老会を下記により開催しま

す。敬老者（数え年で７５歳以上）の皆様に
は町内長さんを通して後日改めてご案内を
いたします。 
◇日  時  ９月２4日（水）午前１１時より 
◇場  所  パレス松風 
◇会  費  １，０００円 

認知症予防サロン・地域食堂 オレンジカフェ 

次回は 9月 4日（木）です。 

メニューは、冷たい肉そば他になります。 

参加希望の方は 8 月 26（火）まで忘れずお

申込ください。イベントは【ずっこけ一座】の

お芝居ですよ。 

防 

災 

通 

信 
 

～
避
難
と
は
［
難
］
を
［避
］
け
る
こ
と
。
～ 

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
橋
本
で
す
。
今
月
か
ら
２
カ
月
に
１
回
、
防
災
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
簡

単
で
効
果
的
な
防
災
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
月
の
テ
ー
マ
は
、
大
雨
に
よ
る
災
害
か
ら
の
「
避
難
」
に
つ
い
て
で
す
。 

災
害
が
発
生
又
は
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
（
災
害
時
）
に
は
、
危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
避
難
と
は

［
難
］
を
［
避
］
け
る
こ
と
。
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難
場
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◎
災
害
時
、
十
王
地
区
の
危
険
な
場
所
と
は 

十
王
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
他
、
崖
付
近
や
沢
沿
い
、
浸
水
し
て
い
る
場
所
、
過
去
に
災
害
が
発
生
し
た

場
所
な
ど
が
危
険
な
場
所
に
な
り
ま
す
。
特
に
十
王
地
区
は
、
崖
崩
れ
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
広
範
囲
で
設

定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
過
去
に
は
崖
崩
れ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
、
萩
野
川
と
米
沢
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
想
定
さ
れ
る
水
深
は
浅
い
も
の
の
、
川
沿
い
の
地
域
で
は
浸
水
の
被
害
や
土
砂
を
含
ん
だ
泥
水
が
流
入
し
堆
積
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

◎
い
つ
、
ど
こ
へ
、
逃
げ
る
の
か 

町
が
高
齢
者
等
避
難
・
避
難
指
示
（
避
難
情
報
）
を
発
令
し
た
と
き
や
、
自
ら
危
険
を
察
知
し

た
と
き
が
逃
げ
ど
き
で
す
。 

避
難
先
は
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
安
全
な
親
戚
・
友
人
宅
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
車
中
泊
や
車
で
避
難
す
る
と
き
は
、
浸
水
等
に
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。 

集
中
豪
雨
等
で
急
激
に
危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
は
、
今
い
る
場
所
よ
り
相
対
的
に
安
全
な
場

所
に
直
ち
に
逃
げ
、
難
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

 ◎
避
難
情
報
を
知
る
に
は 

町
で
貸
与
し
て
い
る
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
や
、
町
公
式

L
IN

E

・
防
災
ア
プ
リ
・
緊
急
メ
ー

ル
な
ど
を
利
用
し
て
、
避
難
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、
余
裕
を
も
っ
て
適
切
な
避

難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
「自
分
は
大
丈
夫
」と
の
思
い
込
み
は
禁
物 

近
年
県
内
で
も
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
十
王
地
区
で
も
、
い
つ
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
を
わ
が
ご
と
と
し
て
、
ど
ん
な

「
難
」
を
ど
う
や
っ
て
「
避
」
け
る
か
を
、
自
分
で
、
家
族
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

も
し
避
難
し
た
の
に
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
空
振
り
」
と
思
わ
ず
「
良
い
練
習
（
素
振
り
）」
と
考
え
、
次
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
が
で

き
た
と
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

（地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

橋
本 

和
彦
） 

 

十王地区のハザードマップ 出典：国土地理院 

詳
し
く
は
下
の
QR
コ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
。 

首
相
官
邸
公
式
サ
イ
ト 

【
避
難
は
い
つ
、
ど
こ
に
？
】 

お申し込み・お問い合わせは  十王地区コミュニティセンター TEL 85-2102 


